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あ
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さ
あ
れ
、
有
效
に
し
て
而
も
不
當
に
業
贏
柬
す
る
ヒ
と
な
か
.る
可
き1'

觉
の
官
憲
的
取
締
の
制
度
を
案
出
す
I

決
し
て
容
招

の
業
で
は
な
か
つ
た
。
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復
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時
代
は
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常
に
培
了
せ
ら
乏
公
つ
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狀
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玆
に
は
例
に
よ
つ
て
、本
書
の
表
題
頁
を
置
版
と
し
て
揭
げ
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と
、
し
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此
の
著
は
四
ッ
折
判
三
十
四
廣
の
小
册
チ
で
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露

_

雜
裏
の
次
^

學
の
■

が
提
唱
さ
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
日
本
國
民
經
霞
_

0
指
_

神
は
讓
ー
微
主
奪
あ
る
が
、
そ
の
指
_

神
は
超
分
理 

主
_
的
な
も
の
で
泡
り
、
こ
の
超
合
理
的
な
指
導
精
神
の
み
を
ふ
o
か
ざ
し
て
經
濟
學
體
系
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
時
は
、
往
々
說
敎
經 

ぐ
_
學
、■■
■
#
が
かe

經
濟
學
：な
雾
非
難
^:
愈
i

#

_«;
實
豫
况
取
國
思
■
濟
學
ぬ
贏
設
fc
斯

亦

る

^

^

る

方

向

に

導
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^
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單
：な
る
.
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敗

ぜ

復

赏

主

«:

妳

な,
^

#

衆

深
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國
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經
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の
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來

ぬ;»
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客: #
鹰

：
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義

的

龙

法

雀

 ̂

，
止
揚
し
、
合
理
的
な
も
の
と
非
合
理
的
な
も
の
、
知
的
な
も
の
と
感
情
’
的
な
も
の
、
つ
ま
り
ロ
ゴ
.ス
と
パ
ト
ス
の
辯
證
法
的
統
ー
な
る 

方
法
論
的
基
礎
を
必
要
と
す
。
こ
の
ロ
'

ゴ
ス
的
な
も
の
と
パ
ト
ス
的
な
も
の
、
辯
證
法
的
統
ー
は
具
聪
的
に
は
何
處
に
見
出
さ
れ
る
か 

に
就
い
て
、
最
近
出
版
'さ
れ
た
三
木
淸
氏
の『

糨
想
カ
の
論
现』

な
る
書
は
頗
る
暗
示
に
富
む
も
の
と
思
ふ
。

■

,
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玆
に
紹
介
せ
ん
と
す
る
力
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ル
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タ
ル
ハ
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ム
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民
經
濟
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避
論
の
輪
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も
亦
罵
主
_

經
濟®

が
如
何
な
る
方
向
に
建
設
る
可
き
か
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
頗
る
興
味
；̂
あ
る
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著
者
は
當
經
霞
を
賽
科
學
で
あ
り
、
斯
か
る
も
^

と
し
て
そ
れ
は
M

經

養

螽

？

し
め
f

Q

名
け
れ
ば
な 

ら
ぬ
とS

泰

>

ら
傷

す

。
_

に
ょ
れ
ば
、
麗
經
濟
は
S

る
翕
的
說
明
を
麗
し
、
置
と
運
f

 

裳
の
左
過 

を
有
す
る
度
成
體
で
.
あ
り
、
國
民
及
び
國
家
と
不
可
分
の
銃
一
に
あ
f

の
と
し
て
'

の
み
、
そ
の
本
質
が
理
解
さ
れ
る
と
o

_.绝
つ
て
十
口

典
廣
と
與
な
り
、
凡
て
理
論
的
硏
究
は『

晷

的

』

經
濟Q

裳

を

霊

し

、
國
我
と
讓
と
經
濟
と$

不
可
分Q

結
合
を
理
論
の
亭 

■

要
な
耍
素
1
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
0

然
し
そ
の
理
論
的
分
析
は
生
產
ヵ
及
び
國
域
經
濟
糨
造
な
る一

一
つ
の
根
本
概
念
か
ら
出
發
す
可
■き
で
あ
る
とo

『

構
造』

な
る
概
念
は
. 

過
去
の
經
濟
麗
に
於
て
は
殆
ん
ど
取
扱
货
て
居
ら
ず〔

，最
近
に
な
.
つ
て
賣
經
濟
の
遝
動
現
象
が
硏
究
さ
れ
て
か
ら
*
初
め
て
一 

般
に
取
扱
は
れ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
。
即
ち
周
期
的
動
搖
た
る
景
氣
變
動
に
對
し
、『

囘
一
-

囘
的
な
非
連
續
的
變
動』

(

ヮ
ー
ゲ
マ
ン)

に 

『

樽
造
變
化』

な
る
概
念
を
用
ひ
る
言
に
な
つ
^
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こQ

糨
造
概
念
こ
そ
、
著
者
•
に
ょ
れ
ば
、
現
實
的
國
民
經
濟
學
の
樹
立
を
可
能
な
'
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ら
し
め
f

の
で
あ
る
。然
る
に
も
枸
ら
ず
、從
來
國
糧
濟
肩
造
な
る
問
題
.に
就
い
て
明
瞭
な
體
茶
的
叙
述
を
缺
い
て
ね
る
。
そ
れ
故■ 

一
：
著

者

比

囊

文

、
忆
：

■

民
經
蔣
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み
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倣
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の
概
念
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定
す
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一
つ

の
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の
各
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互
に
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の
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體
に
結
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つ
い
て
ゐ
る
か
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様
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で
あ
る
とo
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つ
て
權
造
概
念
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濟
生
活
現
象
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用
し
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る
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に
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生
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敗
し
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れ
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念
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な
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か
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宛
。
凡
て
'
の
亂
埒
經
‘

濟
の
糨
造
は
牛
：長
し
來
た
っ
た
個
別
性
を
宿
し
、
多
く
.の
地
理
阶
'

思
族
的
、
歷
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史
的
要S

U
i

ょ
つ
て
规
定
さ
，れ
.
て
ゐ
る
か
ら
、
早
ま
つ
て
機
械
論
的
に
辨
遍
的
な
經
濟
糨
造
を
措
觉
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ぬ
;0

.
.;
:

'

.
三
、
坐
成
過
程
に
於
て
經
濟
糨
造
を
把
握
す
る
、こ
と
。
即
ち
一

國
民
經
濟
の
糨
造
分
析
は
一

時
點
に
興
へ
ら
れ
た
狀
態
か
.ら
出
發
ず 

可
き
で
は
あ
る
が
、
こ
.の
间一

囘
的
な
狀
態
が
歷
臾
.の
連
續
的
な
鎖
の一

環
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
現
在
は
過
去
の
歷
史
を
.？
 

通
し
て
の
み
理
解
さ
れ
る
し
、
將
來
も
现
在
の
内
に
そ
の
萠
芬
を
見
出
し
得
る
。

;

.
四
、
經
濟
糨
造
の
冼
成
過
程
を
客
體
的
な
も
.の
と
主
體
的
な
も
の
、
統
ー
と
1
て
把
掘
す
る
こ
と
。
即
ち
こ
の
.坐
成
は
人
間
の
.意
欲： 

に
從
ふ
も
の
で
あ
り
、
自
然
屈
則
に
ょ
つ
て
規
定
さ
れ
た
發
肢
過
程
で
は
な
•い
。
國
民
經
濟
は
國
民
の
爲
に
ゝ
.國

段

；
に

ょ_づ
て
樯
成
さ
.：
一
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
，て
國
民
經
濟
の
糨
造
は
各
人
の
活
動
を
規
货
す
る
も
の
2
し
て
容
體
的
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
人
[1
0
に
ょ
め
：
>
 

て
作
ら
れ
、
變
革
さ
れ
る
も
の
と
し
て
主
璐
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
國
民
經
濟
の
银
成
過
程
は
客
'體
的(

理
論
的〕

に
硏
究
さ
れ
る
去
同
.
：
；
.
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時
に
主
體
的(

政
策
钠}

に
硏
究
さ
れ
な
、け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
，特
に
政
策
的
硏
究
を
な
す
に
當
‘つ
て
は
第
-7
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*に
國
说
全
體
の
纸
活
@
的
及 

び
生
活
條
件
を
洞
察
し
な
け
れ
ば
.な
ら
ぬ
。
然
ら
.ざ
れ
ば
經
濟
_
造
.の『

荇
在
的
亚
し
さ』

に
就
い
て
判
斷
を
な
し
得
ず
、
祺
な
る
主 

.'
:へ
觀
的
顧
値
判
斷
|

會

；へ
第
な
^
經
_
鞲
造
纪
規
定
す
鲁
婆
因
女
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象
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な
；け

れ

餐

.名

ぬ

？
：；
鍊
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靡

ヶ
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^

立
て
ら
れ
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、
單
な
る
空
想
的
設
計
に
陷
る
と
。

.

\
 

. 

' 

一/

力
丨
ル
•
タ
ル
ぐ
ィ
ム『

國
圾
經
濟
權
造
論
.の.輪
廊』 

.
.'
<
' 

. 

二一

九

C 
二
ニ
七)



:

'

,
v

.

三

•’
 

「

 

、
 

；

:
斯
ぐQ

如
く
著
者
は
現
實
的
駕
.經

濟

學

塞

李

る

S

K
は
、

！
國

鐘

笤

8

を
繁
的
に
分
祈
す
可
賓
|

說
く
0

と
こ
名
で
構
造
の
假
系
的
分
析
を
行
ふ
に
當
つ
て
は
、
先
づ『

權
造
规
定
耍
因』

(strukturbestimmende F
a
ktoren〕

と

『

^
豸
® 

素』
(
s
t
r
u
k
t
l
e
m
e
n
t
e
)

な
る
概
念
を
明
瞭
に
區
別
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
。
糨
造
規
定
要
因
•と
は『

一
國
说
經
濟
の
權
造
の
特

I

を
规
李
る
所
の
力j

で
あ
る
。
‘
こ
れ
に
f

構
造
要
素
と
は
、f

一
 

國
M
經
濟
の
權
成
嬰
素
が
相
互
に
全
體
に
結
び
つ
く
割
合』 

を
意
味
す
。

現
實5

c

國
民
經
r

學
は
.1
國
段
經
濟
の
辎
造
の
物
殊
性
.？
:

問
題
と
す
る
‘の
で
あ
り
、
こ
の
咏
殊
性
を
規
觉
す
る
ヵ
が
ラ
^

造
这
觉
製 

因』

で
あ
‘る
力
ら
.

こ
れ
等
構
造
故
定
要
因
を
體
系
的
に
區
汾
し
、
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
著
^
は
糨
造
規
走
要
因
を
次
の
五
つ 

の
主
な
る
種
類
に
分
け
て
ゐ
る
。
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議
卿
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猶
難
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ル
ヤ
.

_

奮
激
潘
觉
要
因
⑩
;0
调
^
る
參
因
が
指
:^
的

絶

割

金

氣

ず

る

.こ

:«
?
:
:
;は
§-
.明

で

あ

る。
.
^
0 

規

定

要

因

と1
て

國

民

を

麗

す

る

場

合

、
、
次

Q

諸
點
に
注
意
す
可
き
で
，̂
る
。

'

a
>
人
口
の
數
と
褙
度 

’

伊
へ
ば
人
口
數Q

名
い
罵
は
リ
ス
ト
流
に
云
つ
て
そq

I
f

生
產
諸
力
S

民
的
結
合』

は
人
口
數Q

少
い
翼
に
較
べ
逾
か
に
豐
；
 

富
で
あ
り
.

多
様
で
あ
る
。
又
人
口
數Q

大

言
_

1

は
|

的
大
量
崖
を
可
类
ら
し
め
る
前
提
2

り
、

S

S

■
'
の
ー
程
ン 

度
は
ェ
-

1

1

規
模
の
割
合
ゃ
、
.

そ
の
國
，

Q

社
#

I

等
に
影
響
を
與
へ
る
。
他
方
人
口 
0

密
度
が
經
濟
i

に
&

|\
-

| .
;

'

る
'」

;

;

名
が
«
と
袞
ふ
よ
び
：は
、
：_
ろ
人
ロ
瀹
麋
が
低
:<
:,
'
消
費
財
エ
'«
生
_

,

^
 

.

:
、
ゎ
，
#

齡

別

，
：
性

別

ー

に

ょ

為

人

'
ロ

分

布:;
'
'
'
.
'
冷

 

ノー：
;-
:,:

:
;
':
:
:''
'
:
.
、

- 

’

A

ロ S

數
、
密
度
ほ
ど
著
し
く
な
い
に
し
て
も
、
年
齡
別
、
性
別
に
ょ
る
人
口
分
布
も
經
濟
柳
造
に
影
響
を
興
ふ
。
子
供
及
び
齊
年 

の
占
め
る
割
合
の
多
い
國
の
經
濟
柳
造
は
然
ら
ざ
る
國
の
そ
れ
と
頗
る
異
な
る
6

と
友
ん
の
は
夫
々|

麗
構
成
が
興
な
り
、
そ
れ
は
坐 

產
諸
部
門
の
編
成
を
異
な
ら
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
性
別
の
割
合
の
影
響
に
就
い
て
は
植
民
地
に
於
け
る
婦
女
子
0

.
少

い

こ

と

が

適

例
 

■<
?
:
•し
て
擧
げ
ら
れ
.
る
。
婦
女
子
の
少
い
國
の
家
政
は
然
ら
ざ
る
國
と
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
、
小
怯
宅
や
、
嫌
詰
製
造
業
や
、
家
琪
用 

機
械
の
製
造
を
發
達
せ
し
め
る
。 

.

"

C

、
人
口
變
動
の
動
態 

ノ 

. 

.

.

, 

.

入

，

'■
■

人
:;
0
增
殖
:«
>
'速
鹿
の
;:
|
|嗔
推
經
满
@
薬
に
决
«;
敗
影
勢
:̂
及

：ぼ

纖̂

に
ょ
っ
て
.
說
明
さ
る
。
人
ロ
增
殖
は
經
濟
發
展
の
推
巡
力
を
な
す
が
故
に
•
斯
か
る
撒
進
力
を
缺
く
阈
段
の
經
濟
權
造
ぽ
靜
態
的
で
あ 

り
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
動
態
的
で
あ
：
。

.

.

：
 

-

ベ
.

及
_

.

怎

：
民

，

的

組

成

：
敏

■ /r

人
_

« >
_

族
_

組
; ^

览
.
權
造
纖
;;
«

|

|

因
：と̂

_

氣
- ^

重
_

_

意
眛
^

持
犠
^

と
ら
.は
れ
"

こ
の
關
係
に
就
い
て
充
分
の
注
意
金
拂
っ
て
ゐ
な
い
。
人
々
は
ん
ロ
の
量
的
統
一が

#
！ :

通
民
族
.&

的
統

I

と」

致
し
'-な 

い
こ
と
を
着
過
、し
た
。
民
族
領
域
と
國
家
領
域
と
が
ー
致
す
る
こ
と
は
.稀
れ
で
'
'あ
る
(:
0

そ
れ
故
經
濟
现
論
が
民
族
領
域
と
國
家
領
域
と 

;
;の
、達
ホ
か
'^
_

汸
^

經
_

_

結
.
果
^:
:«
'^
ず
;̂
;

を
_

^

ま
れ
：ぬ
^

*;

技
術
的
才
能
、
吏
に
は
獨
特
の
經
濟
志
向(

意
忠
習
慣
、
例

ri.

ダ
ヤ
人
の
商
人
的
ハ
_
萍
金
的
經
濟
志
向)

.
、を
持
.
ち
、
.

そ

れ

に

よ

つ

•
て

經

ベ
'
'
、
力
：4
ケ
ー
タ̂

ム
！

)

ィ̂
-
'

!
^
民



力

ー

ル
•
噙
ル
ハ
ィ
ム

『

_
段
經
濟
構
造
論
の
輪
廓』

，

■ 

, 

/ 

1
ii

三

.
、
一
 

ご
二 

3
 

濟
權
造
は
規
定
さ
る
可
く
、
更
に
同
.

j

國
段
經
濟
_內
把
洛
種
の
民
取
が
混
住
す
^
場

合

に

ば

、
：
そ

の

國

风

經

濟

の

糨

造

は

多

酸

，匕

さ

れ

ニ
、

地

域 

.

> 

.

■

 

* 

\ 

•
' 

-

國
！

S

と
越
ん
で
構
造
規
定
要
因
の
第
，.

一

一
の
主
な
る
も
の
は
地
域
で
あ
る
と
。
そ
の
際
费
箸
は
地
，域
な
■•る
‘概
象
を『

國
民
！Hf

r

の
.溝
造 

に
亦
1
を
及
ぼ
す
凡
ゆ
?>
.
€
:然
的
^
與
件』

.と
«
し
ズ
ゐ
る
。
地
域
と
經
濟
と
の
隨
係
は
國
民
と
經
濟
と
の
關
係
と
提
な
り
、
®
來
# 

く
の
硏
究
が
食
さ
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
‘單
に
地
域
が
國
民
經
濟
の
獲
を
規
定
す
I

要
I

合
を
列
擧
す
る
に
と
,，
め
る
。

へ

‘地
理
上
の
位
置
"
特
に
大
交
通
路
に
對
す
る
位
置
。
こ
れ
は
國
內
交
晶
、
•對
外
蒼
の
發
達
及
び
國
內
の
潜
祚
的
坐
產
カ
の
發
-

.舊

亡

影

難

：，

戈
0
麗

雜
«
ぬ
：鞲

造

を

親

眾

_

,

勸

:
'
_
翁

養

_

。
■

■

漏
■

_

證

活

領
香

^
^

: l
f

_

®
- f
遞 

_

_;:
1

藝

墓

1

: 1
_

藝

1 ;
_

_

麵

變

れ
る
の
で
は
な
，.

S
。

驾
ろ
自
■#
的
泡
約
を
民
族
が
克
服
す
る
こ
と
こ
そ
問g

で
あ
る
パ
然
し
假
令
へ
自
然Q

制
約
を
党
服
し
得
る
に
し- 

,^
^

;<
'
:
:
«
:^
;'
*
源
0
:»
:'
|
|胜
^

ー
«
激
經
觀
敗
:#
0:
_

^

る
。 

/
 
、 

‘ 

： . 

'.

,

C
,
風
光
の
明
扼
、
溫
泉
等
。
そ
れ
等
は
外
幽
人
の
來
遊
、.それ
關̂
聯
し
た
産
業
-
页
に
は
國
際
間
の
支
鐾細
に
影
響
す
。

三
、
經
■済
志
向 

■ 

■ 
■ 

.、
■ 

'

地
域
の
‘如
き
所
敗
竹
と
し
て
外
而
か
ら
經
濟
-精
造
を
規
定
す
る
も
の
よ
り
も

*

更
に
筑
要
な
の
は
所
作
件
と
し
て
，

內
而
，ハら
經
择
库 

造
を
規
定
す
f

p
で
あ
る
。
特
に
國
笤
經
，

濟
に
對
す
る
內
面
的
態
度
が
鞲
造
規
定
耍
f

し
て
講
で
I

O
取
碁
は
こ
の
內
酣

的
態
度
を『

鶴
濟
志
向』

と
名
づ
け
、
.ゾ
ン
バ
ル
.ト
に
倣
っ
て
そ
れ
をf

各
人
の
經
濟
活
動
を
規
定
す
る一
切
の
精
神
的
な
も
の
で
あ

と
の
關
係
に
就
い
で
.は
多
言
を
要
せ
ず
、
.經
濟
志
向
の
變
化
が
如
何
に
_
造
を
變
化
す
る
，も
の
な
る
か
は
現
在
の
獨
逸
を
觅
れ
ば
明
ら 

で
あ
る
と
0
.蓉
者
‘は
ナ
チ
ス
經
濟
の
.成
立
、
'發
展
の
推
進
ヵ
を
世
#
經
，濟
の
柳
造
變
化
-.
}
:
0も
、、
寧
ろ
主
と
し
て
個
人
主
義
か
ら
社
會 

全
：_
.
:
へ
戲
經
濟
：嚴
1»
1
:
-
0.
變
暫
に_
_承
ゐ
：务

^

漏

痛' 3
思
：味
汲
放
_

的

爾

糊

想

愚

に
對
す
'る
地
怆
の
變
化
に
相
應
’し
セ
經
濟
撾
造
の
變
化
が
惹
き
起
さ
.れ
た
と
.み
る
。
そ
れ
故
费
者
は
物
的
關
係
と
精
神
と
の
相
五
作
用 

.を
認
め
る
が
、
偉
大
な
世
界
史
.的
現
象
に
於
て
は
凡
て
精
神
が
決
定
的
.で
あ
る
と
爲
し
、
史
的
_
物
論
を
否
妃
す
。
そ
し
て
H
に
こ
o
- 

精
神
、
觀
念
、
*
坭
觀
-
經
濟
志
向
が
血
.と
民
族
に
密
接
に
結
び
っ
い
•て
ゐ
る
と
の
ナ
チ
.ス
的
歷
史
觀
を
强
調
す
。
_

'.
.一：•四
.
，
_

_

4
 

卿■
<
#
:

證

技
術
及
び
是
れ
と
密
接
な
關
係
に
あ
^
科
斟
も
强
ヵ
な
襁
造
规
定
要
因
で
あ
厶
と
。
顯
著
な
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
の
は
"
励
力
機 

械
技
術
の
發
達
で
あ
る
。
そ

.れ
け
經
營
規
定
以
編
成
及
び
エ
業
立
地
に
非
常
な
影
響
を
與
へ
た
。
特
に
蒸
氣
機
關
は
產
業
箪
命
後
;!
:
業 

地
_
を
敗
立
ま
1>
め
：た
_
要
腺
因
：で
_

_
、：_
遷

織

營

_
|
^
:
せ
#
め
丧
1>
_
恶

電

囊

.ヵ
^

へ
た
ば
か
り
で
な
く
、
石
炭
に
較
べ
電
ヵ
の
輸
送
‘は
容
易
.な
る
爲
、
蒸
氣
*
關
-と
は
反
對
に
_エ
業
の
各
地
方
分
散
を
肋
成
し
た
。
又
大 

量
商
，品
の
'
.輸
送
を
促
逾
し
、
低
廉
な
ら
し
め
た
交
通
技
術
の
發
達
こ
.そ
は
マ
.
1
力
”
チ
リ
ズ
ム
0.
國

家

領

垅

經

濟

紅

，ら

自

山

虫

義

か

世 

:

界

沛

藤

縛

濟_
の
：警

：麓1
賢

名
_

_
生

要

前

提

赘

ぉ

る
4

:;
0
歡

兄
^
日
：か

合

成

,

ね

を
し
•て
世
枞
經
濟
へ
0.
依
存
程
度
を
少
な
か
ら
し
む
0吏
に
适
接
科
擧
が
經
傭
權
迆
を
规
定
す
.る
例
と
し
て
、
ク
ナ
ッ
ブ
の
貨
微
國
矩
說 

の
‘ナ
チ
ス
經
濟
1

に
及
，ぼ
し
た
影
響
を
擧
げ
て
ゐ
.る
々
又
技
術
と
經
濟
志
向
を
，は
相
互
に
德
接
な
關
係
に
あ
る
の
で
あ
.っ
.て
、
新
生

力
I

ル
•タ
ル
ハ
イ
ム『

國
m

鸫
濟
權
造
論
の
#

E

,'
、
 

.

. 

I

三
一1

1
(

ニ

三一
〕

.



•

力
-

ル
•
タ
ル
ハ
ィ
ム『

國
斑
經
瘅
構
造
離
の
.，.轍
.駆』

-

r

§

, 

.

(

ニ

ヨ
5

產
技
術
に
對
じ
杏
定
的
態
度
を
と
る
中
世
の
經
濟
志
向
は
秘
術
の
發
達
を
阻
寄
し
た
し
、
合
減
ゴ
.ム
の
坐
產
は
、
經
濟
志
向
.が
自
出
主 

義
的
費
用
原
則
に
從
过
ず
、
寧
ろ
國
民
經
濟S

安
全
保
證
な
る
原
則
に
從
つ
て
.の
み
、
T
;業
化
が
■可
能
で
ぁk?

と
。

五
、
國

家

. 

： 

, 

•

,

> 

■ 

. 
一

.
.

..... 
■ン 

' 

.

.

.

.

.

.

. 

: 

.

.■

.
:■
' 

. 

... 

,

. 

.... 

■

: 

... 

. 

. 

. 

: 

■

-
 - 

■ 

... 

... 

' 

-
.

、
一
パ
：

K

廣
-
省̂

黎

カ

肩

廣

^
-^
^

權

禮

規

宽

要

因

安

ぬ

^-
更

齡

亂

象

が

激

访

己

，の

生

存

を

外

，
部

に

對

丨

て

主

張

し

、

x -
內
部
を
秩
序
づ
け
る
手
段
を
作
り
出
す
。
吻
論
國
家
の
經
濟
政
策
活
動
は
一
觉
の
經
德
心
向 

‘
を
前
提
に
置
か
な
、け
れ
.ば
な
ら
ず
、
然
る
限
晶
家
は
第
.
|次
：の
獲
規
定
要
因
で
比
な」

い
。
然
し
國
家
f

 Q
『

國
家
形
態』

を
介 

し
て
構
造
規
定
的
恨
用
を
な
す
。
例
へ
ば
氣
會
政
治
の
璧
、王
義
國
家
と
'金
概
委
任
の
指
_

郾

家

と^:
.
ル

ク

ス

ホ

義

の

集

產

圭

奪
 

裁
國
家
と
で
は
、國
家
の
經
濟
に
對
す
る
影
響
の
泰
式
、
程
度
が
頗
る
異
な
る
。
特
に
そ
<6
.經
濟
政
策
の
遂
行
は
與
つ
た
形
|

る
。
議 

會
政
.治
の
民
生
、壬
義
國
家
に
於
て
は
全
體
的
經
濟
指
導
は
不
可
能
で
ぁ
る
0
.と
云
ふ
の
は
、
斯
か
る
指
鴒
遂
行
の
最
も
主
要
な
基
礎
前 

:,
»
%
:名
，

】

：■
对
决
也
^-
::
#
糧
^
世

撕

観

、
：；

.：刹

書.團

體

,^
の

參

藤̂
^

於
て
は
企
業
家Q

私
的
劍
鬵g

を
維
持
伸
長
す
る
こ
と
は
不
可
能
p

f
 

a 

w

れ
に
反
し
、
纛

委

任

Q

_
者

讓

.H

於
て
は
固 

:

:
::
へ
民
1&
同
::
^
と
私
的
企
*
家
か
劍
莺
と
^'
典
^ :
就
ぢ
.11
;-^.
賢

て
ゐ
た
か
ら
し
て
國
家
の
經
濟
構
造
規
定
要
因
と
し
て
の
意
義
は
低
く
か
つ
た
:0
こ
れ
に
_反
し
眾
な
る
干
涉
中
：_
の
時
代
を
脫
却
し 

た
今
日
の
凡
ゆ
る
國
家
に
於
て
は
、-
國
家
对
禅
が
最
も
强
カ
な
鞲
遗
規
矩
要
因
と
な
.つた

o

 

- 

:

.虬
重
{1
時
飛
：に
.

«1
:;
っ
_て
夫
々
そ
.«>
大
さ
.を
異
に
ず
る

 ̂

二
般
.__
に
：次
の
如
く
霞
れ
得
る
と
。
.即
ち
人
問
經
濟
の
發
展
は
自
然
要

l̂
c
意
^
の
攻
下
に
ょ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
' 科
學
と
技
術
と
は
自
然
的
諸
前
提
か
ら
の
人
間
經
濟
の
不
斷
の
你
放 

を
可
能
な
ら
し
め
る
か
|

あ
る
。
人
盟
自
然
か
ら
自
山
t

れ
ば
な
る
だ
け
、
そ

れ

浮

S

裔

の

廳

益

す

。
ど

S

濟

•

■

四

-

-

:

 

:

:

.

.

.

旣
に
述
べ
た
如
く
、
著
#
は

賢

經

濟

i

f

讓
的
に
研
究
す
る
に
は
、『

構

證

_

因』

の
外
£

に『

鎏

議

1
に
法

■

蒙

造

麵

麗

^̂

味
.
。̂
給
っ
て
ー
糨
造
か
素
は
例
へ
ば
農
業
そ
の
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